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論文内容の要旨
生活史の中で、複数回の繁殖期を持つ生物で、は、成長と繁殖という相反する目的に対し、いつどのように
資源を配分するのかは、生涯繁殖成功に大きく影響するO 口内で卵塊を保護するオオスジイシモチの雄は、
1繁殖期あたり複数回の繁殖を数年間続ける O 本種の雄の繁殖戦略を、個体識別した野外個体群での複数
年にわたる継続的な潜水観察により調査した。
体長が小さく相対的な生理的コンディションも低Lリ歳雄は、半月程遅く繁殖をはじめ、保護回数は最
も少なかったが、成長率は最も高かった。逆に保護回数が多い 3歳以上の雄では成長率は低く、 2歳雄は
これらの中間的な傾向を示した。保護雄は自身の子である口内の卵塊を全て食べるフィリアル・カニパリ
ズムにより、保護を中止し卵塊の栄養分を獲得できる O カニパリズムの回数は年齢間で差はなかったが、
その発生時期には違いがあった。 1歳雄では繁殖期初期に頻繁に起こっていたのに対し、 3歳以上の雄で
は繁殖期の後期に発生率が高かった。その原因は、 1歳雄では成長に投資し将来の繁殖へ備えるため、 3
歳以上の雄では生理的コンディションを回復するためであると考えられた。
潜在的な配偶相手が1尾だけの場合や、相対的に産卵数の少なし¥/J¥さな雌と産卵した後に、雄はカニパ
リズムする傾向があった。複数の雌の獲得が見込みがある場合そのような傾向はなかった。しかし雄は大
きい雌とつがうとが多く、カニパリズムが起こったときは、しばしば他雌とすぐに再産卵した。本種の雄
の保護の決定には、獲得可能な配偶者の相対的なサイズと数も影響していることが示唆された。
以上より、本種の雄では年齢と体サイズに応じて成長と繁殖の投資配分を変化させる繁殖戦略を持って
いること、配偶相手の大きさと数が保護への投資の決定に影響していることが明らかになった。齢、サイ
ズ、状況に応じた本種雄の資源の投資配分は、雄の生涯繁殖成功の増加に貢献していると考えられる。
論文審査の結果の要旨
動物の繁殖戦略の研究で、個体の持つ資源の投資配分を考慮したものは少なし、。本論文は、雄が口内保
育をする多田繁殖魚オオスジイシモチを材料に、野外調査から生活史の中での雄の資源投資配分をふまえ、
雄の繁殖戦術を解明したものである。
繁殖期の直前では、ー才魚は高齢個体に比べ、サイズも小さく栄養状態も低かった。一才魚の繁殖開始
は高齢個体に比べ遅く、繁殖回数も低かったが、逆に成長率は高かった。この傾向は、一才魚の中でも小
型個体ほど強かった。一才魚は、大きなコストがかかる口内保育という大きなコストのかかる繁殖よりも
成長に資源をより多く投資しているとみなされ、それは将来の繁殖成功の増加に寄与すると合理的に考察
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されている。加齢に伴い資源は成長よりも繁殖に多く配分されるが、繁殖終了時の雄の栄養状態は、年齢
やサイズに依らずほぼ一定であった。このことから、雄は自分の持つ栄養資源を自分の体長と栄養状態に
基づき、限られた範囲で繁殖及び成長にトレードオフの関係で投資配分していること、さらにそれは残存
繁殖成功も含め、生涯繁殖成功の増大に繋がると申請者は考察している。また、繁殖終了時の雄の一定の
栄養状態は冬期の死亡に対するもので、長年に渡り繁殖を繰り返す本種にとって適応的であるとの議論も
納得できる O
本種での保護雄によるフィリアルカニパリズム (FC)についても、資源投資配分の観点から新たな知見
を得ている O すなわち、 FCは高齢雄では繁殖後期に、一才雄では初期によく起こること、同じ雄でもFC
を状況に応じ行っていること、 FCにより即座かっ顕著な繁殖回数の増加はなく、 FCが雄の体調の改善に
寄与すると考えられることである。このようなFCも各個体の生涯繁殖成功を高める上で機能すると考察
しているO また、本種での雌雄の潜在的繁殖速度の違いによる実行性比の逆転と雌雄の役割の関係も明瞭
に示している。本論文での結論は、長期間に及ぶ多くの識別個体に基づいた資料を厳密に統計処理した結
果に基づいており、その多くが十分な説得力を持つO
以上のように本論文は、繁殖戦略の研究に生活史の中での資源投資配分の観点を導入することの有用性
を明白に示しており、動物の繁殖戦略の研究に対する貢献度は高いと評価できる。よって、博士(理学)
の学位を授与するに値するものと審査した。
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